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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめて下さい。) 
 

睡眠が生命維持に必須であることは、断眠実験などから間違いないが、具体的にどのように健康維持に貢献す
るかは未だに大きな謎である。本研究では最新のイメージング技術により、細胞の振る舞いを可視化し、睡眠覚醒状
態がこうしたプロセスに与える影響を明らかにすることを目指した。私たちは特に、脳に存在するオリゴデンドロサイト
前駆細胞に注目した。これらの細胞の遺伝子発現パターンが覚醒時と睡眠中で大きく異なることが知られるからであ
る。これらの細胞は、脳内環境を検知し、必要に応じて脳の神経細胞のミエリン形成に必要なオリゴデンドロサイトの
産生に寄与する。ミエリン形成は個体の経験に大きく影響されるダイナミックなプロセスであり、私たちは睡眠の量や
質も重要な要因の一つであると仮定した。 

そこで、睡眠中のマウスの脳内のオリゴデンドロサイト前駆細胞の観察を試みた。同機構の柳沢正史機構長らの
研究グループは、二光子励起顕微鏡の観察下で、マウスの自然な睡眠覚醒サイクルを誘導し、無麻酔下で脳の細胞
を観察することに成功している。私たちは、柳沢研究室と共同研究で、二光子励起顕微鏡を用いて睡眠中のオリゴデ
ンドロサイト前駆細胞を観察することに世界で初めて成功した。オリゴデンドロサイト前駆細胞はフィロポディアをダイ
ナミックにリモデリングさせる。今後、このリモデリングと睡眠時間との関係を明らかにすることで、細胞レベルで睡眠
の意義を解明する糸口が得られると期待される。 

また、睡眠はレム睡眠とノンレム睡眠の二段階に分けることができるが、レム睡眠の意義はほぼ全く不明である。
レム睡眠はマウスでは平均わずか 1 分程度しか持続しないため、レム睡眠中に起こる細胞イベントを顕微鏡で検出す
るのは困難であった。そこで私たちは、人為的に長時間にわたってレム睡眠を持続させられるマウスモデルの開発も
試みた。私たちはレム睡眠を誘導するニューロンを同定し、それらの細胞に選択的に薬理遺伝学的受容体を発現させ
た。その結果、数十分にわたりレム睡眠を持続させることに成功した。今後は人為的に誘発した長期持続レム睡眠中
のマウスの脳の中でどのようなプロセスが起きているかを解明したい。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
Sleep is essential for survival, yet how it contributes to our health remains largely unknown. In 

this study, we aimed to apply novel imaging techniques to observe cellular processes in living animals 
across the sleep-wake cycle. In particular, we focused on glial cells such as oligodendrocyte precursor 
cells. In collaboration with the Yanagisawa lab, we succeeded in observing oligodendrocyte precursor 
cells under natural conditions during sleep and wake. These cells dynamically change their morphology. 
In the future, by addressing the relations between sleep and glial cell remodeling, we expect to obtain 
clues on the function of sleep at the cellular level. 

In addition, the function of REM sleep is almost totally unknown. In mice, each REM sleep episode
lasts only about one minute on average, making it extremely difficult to detect what cellular changes 
occur specifically during this state. We thus aimed to establish a mouse model in which we can induce
prolonged REM sleep. By combining viral vectors with pharmacogenetics, we could establish a novel system 
where a REM sleep-like state can be artificially induced for more than 10 minutes. This will be an 
excellent system to address the function of REM sleep by in vivo imaging in the future. 

 

 


